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に
は
大
な
る
政
治
力
を
暖
宴
．
，
，
　
｝
g
る
。
　
I

政
治
力
と
は
果
レ
て
何
か
、
暁
鴫
セ
叉

い
ず
レ
て
、
町
民
の
方
寸
に
あ
り
’
9

，
“
・　
’
　
I

書
覆
e
曇
昌
竈
旦

．

關
頭
に
起
ち
て

議

長
　
宮

里

能遷
聴
れ
ん
と
す
Q
．
M
人
は

s
u
う
ぺ
§
餐
の
髪
な
文
の
き
蒙
竃
、
穴

竃
馨
蓮
う
る
の
i
M
と
置
蒼
ロ
雇
の
嵩
・
饒
の
塞
・
蘭

M
v
M
け
g
y
“
g
s
な
い
。
　
l
m
u
の
a
n
・
w
h
s
s
k
’
r
e
i
s

vapa
温
て
新
し
竃
智
、
a
n
e
e
1
w
．
　
x
m
a
n
断
す

目暑
戸
一
リ
て
自
駒
§
摯
兀
覆
の
墾
蓼
・

　　　　　　　　
壌
醤
自
．
墨
の
麓
皐
、

省
気
宇
々
．
肚
に
レ
て
審
壕
嬬
蚕
ざ
R
ペ

レ
。
幌
工
翁
春
の
轟
も
此
処
に
あ
R

と
魚
わ
る
e
協
刀
一
体
相
互
敬
愛
レ
、

譜
薯
勘
塗
穀
治
礒
り
’
町
政

の
霞
々
と
レ
て
拓
け
町
民
の
曜
砒
歳
と

興
に
加
わ
る
、
郷
庁
発
展
の
眞
姿
を
想

屍
レ
た
い
。

ぺ藷
綾
担
曇
い
。
就
中

壁
宥
の
●
商
3
田
し
置
て

軍

　
　
　
　
・吉

す
る
o

　
酬
て
本
町
の
財
政
は
頒
砲
レ
租
境

は
I
定
の
檸
内
に
あ
り
．
財
■
に
よ
U

止1
り

我九フく　五
根一
占年
町の
墾量

り　笛

ぬも
薔な
もか
あつ
つた
弓罵
道部
路M交に
晶は
の面
現白
状か
はら
もる
のと、 云
交う
魍゜
罰馨

脹外
善A
踊目
の・に

歪撃
にる

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ξ
ク
経
済
事
犯
は
五
十
三
件
の
多
－

古
今
の
成
敗
随
亡
の
跡
歴
々
と
あ
り
’
　
s
に
m
e
レ
．
　
F
）
の
外
徴
罪
、
不
逡
致
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

森
々
と
レ

て
太
古
の
如
き
願
寂
に
涙
旦
堅
汗
儀
含
め
涌
観
す
る
と
百
件
に
露
ん
1

誼
謡
主
璽

に
あ
り
、
欲
す
る
所
は
協
同
自
治
公
共

を
樂
レ
む
町
民
性
の
掴
養
に
あ
る
。
産

業
教
育
併
進
の
大
方
針
篇
1
レ
堅
持

レ
で
天
分
を
嶋
レ
、
α
量
に
副
え
邑
圭

卒
和
の
郷
士
藁
か
ん
と
所
る
や
切
力

る
も
の
が
あ
る
e

れ崔
は
R
o
s
れ
山
と
な
れ
皇
蔓
う
曇
に
な
ら
護
邑
藁
人
の
嚢
刀
で
は
い
く
舅

2睡
房
簸
碧
讃
に
、
人
よ
u
r
E
g
e
e
q
t
t
つ
Y
t
e
レ
い
。
　
百
て
も
g
r
l
e
p
t
e
あ
り
．
男
の
味
方

防
渦
委
振
暴
漫
へ
の
逓
鷺
に
綾
レ
’
、
書
芳
レ
く
な
一
亘
す
る
と
云
う
。
か
嵩
蕎
よ
り

鷲
灘
鍍
議
購
羅
鰯
鱗
灘
叢
議

　　　　　　　　　　　丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
や
に
顯
じ
ら
れ
る
。
　
　
謹
和
へ
の
年
と
し
て
町
民
堪
つ
て
兎
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
面
拠
涌
の
蹴
行
、
硯
間
の
無
田
火
年
に
ち
な
み
実
行
と
御
理
解
あ
る
支
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遭
路
無
許
可
占
有
、
引
い
て
は
交
涌
媛
憂
願
蓬
い
の
⑰
あ
る
。
兎
の
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
害
な
ど
犯
則
レ
デ
．
敢
へ
て
意
に
介
レ
些
ト
宜
レ
ン
畷
快
明
朗
な
町
に
な
レ
危
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
い
無
関
心
な
害
が
い
る
の
は
潰
憾
で
あ
．
の
が
鞭
酋
の
念
願
で
あ
り
、
庄
み
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
事
。
篇
が
い
く
ら
竃
に
旦
町
の
豊
に
努
藁
琶
て
や
塞

萱
人
曇
レ
曇
蒼
旦
て
竃
釜
亀
髪
蓼
馨
い
亥
肇
あ
り
李
。
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濟
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務
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會
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郎
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長警
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運
螢
審
議
会
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田
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外
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學
校

校
長
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男
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大

根
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中
學
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校
長
松
崎
吉
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校
長
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長
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長
橋
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．
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長
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池

田
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學
校

校
長
宇
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徳
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鯉
司
毛
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中
學
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二

t

4
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昭
和
二
十
五
年
度
β
　
ウ

上
半
期
財
政
の
動
向
L

　
　
書
町
霞
の
逼

　
　
　
　
　
　
つ
い
て
は
　
　
ガ
　
パ

　
　
白

号

政
鷲
詩
施

．

財

　
　
　
　
　
　
に
な
つ
c
お
り
ま
し
て

　
　
　
　
　
今
こ
こ
に
迦
ぺ
ま
す
の

第
　
　
は
本
二
十
五
年
度
ト
串
期
の
動
向
に
つ

　
　
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
　
先
ず
本
年
は
地
方
財
政
に
は
棚
々
の

　
　
変
革
が
あ
つ
た
年
で
あ
U
ま
レ
た
。
即

　
　
ち
シ
ヤ
ウ
プ
視
制
警
働
告
に
基
く
地

　
　
方
税
法
の
改
正
從
前
の
鴎
付
椎
に
変
る

　
　
地
方
財
政
革
術
竃
の
設
定
災

　
　
害
土
木
惣
の
全
額
國
庫
負
担
制
度
等
本

報
　
町
財
政
に
パ
非
常
髪
克
．
興
え
声
の

　
　
で
栖
り
ぷ
す
。
而
レ
な
が
ら
こ
れ
が
執

　
　
行
が
蛆
何
に
実
施
ぺ
れ
て
い
る
か
先
ザ

町
　
　
地
方
視
法
が
國
愈
に
於
て
数
次
に
亘
る

　
　
不
成
立
に
俘
い
六
ら
で
だ
に
韓
撹
に
立

　
　
つ
て
い
る
町
財
政
は
空
加
み
財
政
駒
察

占
　
　
白
時
代
を
出
田
致
レ
セ
の
で
あ
り
ま
す

　
　
此
の
間
に
於
て
政
府
で
は
新
地
方
続
法

　
　
の
成
立
を
門
越
レ
で
旧
椀
法
の
一
部
を

根
　
　
改
正
レ
た
＼
め
新
噛
万
税
法
成
立
の
九

　
　
月
一
日
迄
D
内
に
於
て
は
唯
入
場
税
（

　
　
附
加
税
）
遊
興
飲
食
続
（
附
加
税
）
N

大　

氣
ガ
ス
税
（
附
加
税
）
等
の
課
続
レ
か

　
許
可
さ
れ
ず
他
の
圭
蓬
る
稔
目
に
つ
い

　
　
て
は
、
全
く
賦
課
出
楽
な
い
ε
い
c
事

　
　
に
な
り
、
魏
法
成
立
前
の
町
財
政
は

　
　
前
湿
の
通
リ
実
に
火
の
車
の
状
態
を
畠

　
　
レ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
町
に
於
て
は
一
゜

　
　
の
察
白
状
願
の
笛
面
の
打
開
策
と
レ
爵

日
　
低
限
の
財
政
需
製
操
作
責
寧
じ
て
四

5
　
　
月
に
大
魎
省
予
金
部
よ
り
四
拾
万
圓
の

1
　
短
期
借
入
を
実
施
レ
、
辛
じ
て
財
政
の

月

　
榛
作
を
致
レ
て
参
り
衷
レ
た
。
嬬
レ
其

コ
　
の
農
府
に
於
て
は
、
こ
の
地
方
財
政

年
　
　
の
確
局
に
対
処
す
る
爵
め
地
方
財
政
奉

5
　
衡
交
付
金
一
部
概
算
交
付
暫
定
摺
置

2
　
法
が
定
め
ら
れ
命
迄
羽
漫
呈
凹
に
亘
り

和
　
g
R
l
t
h
〈
　
p
－
g
f
“
v
a
L
1
e
s
り

昭
　
　
ど
う
に
か
ゆ
き
エ
の
　
ぼ
に
ぴ
ロ
し

鐵⌒

　
　
　
　
　
　
l
f
L
　
－
｝
’
・
　
r
　
皇

螂
鞠
繊
蟹

す
。
然
る
に
町
穐
の
徴
集
欣
況
は
ど
う

で
あ
る
か
と
　
レ

ま
す
に
　
　
ぽ
　

め
司
及
的
冗
檀
〃
省
き
、
財
政
ハ

P
語
涜
け
勿
輪
財
源
の
確
保
に
、
研
究

，
一

努
力
レ
、
町
財
政
ハ
健
全
な
る
確
立

葬
期
す
る
鹿
悟
で
あ
り
ま
レ
て
町
民
の

皆
磯
の
一
段
の
御
協
刀
を
切
頃
致
す
も

の
で
あ
り
ま
す
。
次
に
牧
支
の
状
況
に

付
き
ま
レ
で
は
、
左
堀
表
の
油
り
で
あ

り
ま
す
が
そ
の
内
容
り
大
略
に
つ
い
で

　
ぬ
ぺ
ま
す
と
ヘ
キ
　
　
の
セ
　
　
ガ

在
迄
に
こ
れ
に
追
加
七
百
ヨ
万
六
千
鮫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

d

圓
を
見
て
偏
在
の
豫
算
総
額
は
実
に
四

千
一
u
n
l
l
l
十
八
万
五
千
七
十
七
圓
と
云

う
数
字
盈
示
レ
た
の
で
あ
り
ま
す
e

こ
れ
は
本
髪
度
は
特
に
新
制
中
騒
醍
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ピ
す
に
、
卒
衡
恋
付
金
は
殆
ん
ど
九
翻
、
建
鞄
に
軍
鮎
を
置
い
た
た
め
、
こ
れ
が

程
隆
が
牧
入
済
で
あ
り
、
特
定
の
富
藁
鹿
築
費
八
m
a
l
l
l
＋
八
万
六
千
策
圓
が
計

表計現支敗

上
し
て
あ
り
、
更
に
昨
年
の
台
風
に
よ

至
霞
の
曇
皇
旦

Plww
圓
、
本
藷
褒
籏
旦

築
r
u
l
i
i
百
十
1
1
1
万
圓
等
．
豫
算
の
大
㊤

は
之
箋
肌
藁
費
が
占
め
て
お
り
ま
レ
て

町
匿
業
経
済
蒋
展
を
企
図
す
る
爲
め
に

は
幾
多
の
大
事
頚
を
控
柔
で
お
り
、
．

々
當
事
者
と
し
て
は
随
時
こ
れ
を
描
進

し
て
行
き
た
い
と
念
顧
し
て
お
る
の
で

あ
り
乗
す
が
、
こ
れ
が
貫
現
に
は
我
々

の
不
満
の
廟
裾
研
究
と
努
力
は
勿
論
、

町
民
の
皆
嫌
の
、
御
協
η
御
援
助
を

分
に
必
要
と
レ
で
い
る
も
の
で
あ
り
ま

二
百
九
十
1
1
万
九
壬
園
、
大
稿
占
港
修
ま
す
。

　
財
産

及
び
借
入
金
の
状
祝

繍
朗
ら
か
な
唄
の
竪

灘
纐
甥

な
願
躍
で
あ
り
ま
す
が
、
姐
伺
な
る
困

苦
0
中
に
あ
つ
こ
も
朗
ら
か
な
抵
分
だ

翼
響
願
羅
羅
雛
難
糠

灘欝塁：li∵』
　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　
　一一一　金責数屋’　一　　　地
　　　　　　　　　　　　＿べ　　　壱ミ

藷竃⊇纂：曇：
　九

4
、
借
入
金

　　
　
　
　
エ
　
モ
　
　
ロ
　
ム
　
い
　
ス
　
　

霧
建
萎
金
詔
牌
詣
騨
⌒
戯
眠
♂
、
o
o
O
E

璽
厨
格
　
　
簸
数

1、
冨
ハk
円
w
冨
　
n
ヨ
o

　
究
．
忌
　
　
旨

　
碧
言
　
　
　
■

四9
奈
　
　
　
（

　
　
　
　
　
I
l

　
　
　
　
尖

撃
鏡
璽
醍
〃
　
l
、
（
o
o
・
o
o
o
　
1
・
（
e
o
・
o
e
o
　
o
o

灘
竺
‥
難
誘
鑛
瓢 ‥

け
は
持
ち
N
い
も
の
で
す
。

公
尾
館
・
〇
二
月
下
旬
大
恨
占
甲
学
使
の

稜
禽
落
成
式
移
■
A
l
共
に
小
学
俊
の
一

に
一
大
レ
ク
レ
ん
ヨ
ン
の
行
事
生
豫

定
レ
て
お
り
求
す
。
こ
の
町
晃
壊
つ
て

の
慰
安
の
日
を
肇
ら
じ
め
る
と
共

に
、
常
に
愛
唱
レ
、
愛
纒
の
念
登
想
超

レ
、
明
朗
な
大
根
占
●
築
く
危
め
？
次
一

に
掲
げ
る
要
項
で
K
根
占
小
唄
（
霞
亘

）
を
暮
集
レ
硬
す
。
皆
ざ
ん
奮
つ
て
多

　
　
　
る
嫌
御
待
ち
申
レ
て
お
り

ま
す
。
　
歌
飼
募
集
要
項

一、

明
る
ノ
、
瞳
7
室
に
じ
て
公
的
、
私
詞

如
何
な
る
場
ヨ
も
樂
レ
く
歌
唱
す
る

に
ふ
”
t
’
o
ノ
い
ち
D
で
ち
る
S
）
・
V
　
T

二
．
大
展
占
町
の
特
性
展
㍉
ら
れ
町
頃
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